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　平
成
三
十
一
年

　元
旦

平
成
三
十
一
年
の
新
年
を
迎
え
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
組
合
運

営
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。組
合
員
皆
様
方
を
始
め
、

役
員
の
皆
様
、関
係
す
る
商
社
、更
に
は
事

業
推
進
に
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
関

係
者
皆
様
方
と
共
に
、組
合
員
各
位
の
発

展
の
た
め
に
心
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
、

年
頭
に
あ
た
り
決
意
も
新
た
に
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、全

国
的
に
高
齢
化
は
進
み
、加
え
て
組
合
員

の
減
少
は
極
め
て
顕
著
で
あ
り
ま
す
が
、

我
が
香
川
県
組
合
の
運
営
は
、役
員
各
位

の
努
力
は
正
に
全
国
区
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。四
月
に
は
国
庫
補
助

金
事
業
の
申
請
を
し
ま
し
た
。全
国
で
五

県
が
採
用
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、六
月

末
に
内
定
通
知
が
あ
り
、七
月
初
旬
本
採

用
の
決
定
通
知
を
頂
き
、早
速
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。事
業
名
を〔
次
世

代
に
繋
ぐ
、ヘ
ア
ー
カ
ッ
ト
に
付
随
し
た

洗
髪（
シ
ャ
ン
プ
ー
）と
整
髪（
セ
ッ
ト
）に

よ
る
究
極
の
美
と
快
感
技
術
の
理
容
マ
イ

ス
タ
ー
を
求
め
て
〕と
し
て
、講
師
会
か
ら

選
抜
し
特
訓
を
重
ね
て
協
議
会
或
い
は
、

支
部
講
習
会
を
実
施
し
、た
か
が
シ
ャ
ン

プ
ー
、さ
れ
ど
シ
ャ
ン
プ
ー
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
、特
に
低
料
金
店
対
策
と
し
て
組
合

加
盟
店
な
ら
で
は
の
技
術
の
向
上
に
取
り

組
み
、受
講
者
に
は
修
了
書
を
発
行
。
本

年
二
月
に
は
、特
別
講
習
会
の
実
施
に
よ

り
、テ
ス
ト
を
パ
ス
し
た
受
講
者
に
は
理

容
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
を
付
与
し
、技
術

の
後
継
者
と
し
て
後
世
に
技
術
の
伝
承
を

し
て
頂
く
事
と
成
っ
て
お
り
ま
す
。

業
界
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、将
棋
界

で
は
天
才
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い

る
藤
井
聡
太
七
段
の
活
躍
、高
校
野
球
ド

ラ
フ
ト
で
の
大
フ
イ
ー
バ
ー
、大
リ
ー
グ

に
挑
戦
し
た
、大
谷
翔
平
選
手
の
大
リ
ー

グ
で
の
新
人
王
等
、若
年
層
の
活
躍
が
明

る
い
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
が
、政
治
面

で
は
緊
迫
化
す
る
隣
国
情
報
、経
済
面
で

は
、相
次
ぐ
企
業
の
不
祥
事
な
ど
、我
が
国

に
対
す
る
信
頼
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態

に
大
き
な
不
安
さ
え
覚
え
る
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

本
年
は
、組
合
の
本
分
で
も
あ
り
ま
す

組
合
員
各
位
の
親
睦
と
融
和
は
勿
論
の

こ
と
、更
に
組
合
の
活
力
強
化
を
最
大
の

テ
ー
マ
と
し
て
、役
職
員
が
心
を
ひ
と
つ
に

引
き
続
き
地
道
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。組
合
員
皆
様
方
よ
り
頼
り
に
成
る

組
合
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。引
き
続
き
、ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、迎
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長

　佐 

藤  

　功
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

旧
年
中
は
、連
合
会
の
事
業
推

進
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り

深
謝
致
し
ま
す
。

さ
て
、年
頭
に
あ
た
り
改
め
て

多
く
の
関
係
さ
れ
る
皆
さ
ま
方
に

ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
の
は
、昨

年
９
月
８
日
、パ
リ
で
開
催
し
た

Ｏ
Ｍ
Ｃ
国
際
会
議
で
２
０
２
１
年

９
月
に
日
本
で
の
世
界
大
会
開

催
が
決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。日
本
で
の
世
界
大
会
開
催
は
、

１
９
９
２
年
の
幕
張
メ
ッ
セ（
千
葉

県
）以
来
で
２
９
年
ぶ
り
で
あ
り

ま
す
。そ
の
会
議
で
私
は「
Ｏ
Ｍ
Ｃ

グ
ロ
ー
バ
ル・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー（
大

使
）」に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
世
界

理
美
容
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
使

の
就
任
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、

私
は
先
頭
に
立
ち
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
の
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、２
０
２
１
年
世
界
大
会
の

成
功
に
向
け
て
邁
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
盛
り
上
が
り
に

は
何
と
言
っ
て
も
全
国
の
会
員
の

皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
が
大
切
で

あ
り
、お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、そ
し
て
世
界
大

会
の
決
定
に
よ
っ
て
、急
増
す
る
訪

日
外
国
人
の
方
々
に
日
本
の
理
美

容
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、来
て

も
ら
い
、楽
し
ん
で
も
ら
う
。そ
し

て
そ
の
こ
と
が
業
界
の
活
性
化
へ

と
な
り
、個
々
の
サ
ロ
ン
の
売
り
上

げ
向
上
に
つ
な
が
っ
て
く
る
よ
う

な
方
策
を
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

現
在
全
国
理
容
連
合
会
で
は
、

外
国
人
対
応
の
検
索
サ
イ
ト
や
翻

訳
ア
プ
リ
を
使
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
や
、女
性
集
客
に
向
け
た

総
合
的
な
提
案
と
し
て
の
ニ
ュ
ー

ヘ
ア「
Ｔ
ｌ
ｉｓ
ｈ
」の
セ
ミ
ナ
ー

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、女
性
集
客
、そ
し
て
訪
問
福
祉

理
容
を
３
本
の
柱
と
し
て
、全
国

の
理
容
サ
ロ
ン
の
繁
栄
を
目
指
し

て
顧
客
減
少
を
増
加
へ
の
プ
ラ
ス

に
転
じ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。世

界
を
巻
き
込
ん
で
の
催
し
の

決
定
を
得
た
こ
と
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
、未
来
の
業
界
を
見
据
え

た
レ
ガ
シ
ー（
良
い
遺
産
）を
打
ち

全
国
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

理
事
長

　大 
森

　利 

夫 

氏

２
０
１
９
年
頭
所
感

そ
の
先
の
未
来
へ
の

レ
ガ
シ
ー
が
大
切
！

西
日
本
の
各
県
理
事
長
が
一
同

に
会
す
る
西
日
本
理
事
長
会
が

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
で
平
成
三
十
年

十
一
月
五
日
、六
日
の
両
日
に
開

催
さ
れ
た
。

初
日
は
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
会
議

室
に
て
鹿
児
島
県
理
事
長
の
寺
園

洋
行
先
生
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の

組
合
運
営
と
学
校
経
営
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
寺
園
先
生

は
鹿
児
島
県
理
美
容
専
門
学
校
校

長
も
さ
れ
て
お
り
、生
徒
募
集
の

取
り
組
み
や
組
合
脱
退
防
止
、競

技
大
会
の
選
手
増
加
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
生
徒
数
や
選

手
が
倍
増
す
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
ら
れ
て
お
り
、興
味
深
く
聞

き
入
っ
た
。

そ
の
後
、サ
ン
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

二
十
九
階
に
場
所
を
移
し
、懇
親

会
が
開
か
れ
、親
睦
を
深
め
た
。

翌
日
は
、栗
林
公
園
、屋
島
山
上

な
ど
名
所
を
巡
り
、風
光
明
媚
な

高
松
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。
両
日
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、有
意
義
な
西

日
本
理
事
長
会
と
な
っ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

出
し
、業
界
活
性
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
年
頭
に
あ
た

り
歴
史
と
伝
統
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
業
界
が
、未
来
永
劫
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
し
挨
拶
と
し
ま
す
。

香
川
県
で
西
日
本
理
事
長
会
開
催
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◇
経
過
日
誌

三

役

会

◦
第
四
回
三
役
会

　
　
十
月
十
五
日
㈪ 
午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
五
回
三
役
会

　
　
十
一
月
十
二
日
㈪ 

午
前
十
時

善
通
寺
市
民
体
育
館
会
議
室

◦
第
六
回
三
役
会

　
　
十
一
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

三
役
部
長
会

◦
第
三
回
三
役
部
長
会

　
　
十
一
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

理

事

会

◦
第
三
回
理
事
会

　
　
十
二
月
三
日
㈪ 

午
前
十
時

石
清
尾
八
幡
宮

委

員

会

◦
女
性
部
委
員
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
準
備
委
員
会

　
　
十
月
二
十
二
日
㈪ 

正
午

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
広
報
委
員
会

　
　
十
一
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
三
時

組
合
事
務
所
会
議
室

協

議

会

◦
中
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
月
二
日
㈫ 

　
タ
カ
ガ
ワ
新
琴
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◦
東
讃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
十
二
月
十
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

講

習

会

◦
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
会

　
　
十
月
一
日
㈪ 

午
前
十
時

飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　
十
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
高
松
東
讃
合
同
衛
生
講
習
会

　
　
十
一
月
五
日
㈪ 
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

◦
内
海
、土
庄
支
部
合
同
講
習
会

　
　
十
一
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
時

安
田
自
治
会
館

競
技
大
会

◦
第
七
十
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　
十
月
八
日
㈪ グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

そ

の

他

◦
生
活
衛
生
営
業
経
営
特
別
相
談

員
研
修
会

　
　
十
月
一
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
二
十
二
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
一
月
五
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◦
中
国
、
四
国
協
議
会
青
年
部
交

流
会

　
　
十
月
一
日
㈪ 

午
後
一
時

岡
山
県
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

◦
香
川
県
生
衛
協
会
賀
詞
交
換
会

事
前
打
合
会

　
　
十
月
二
十
九
日
㈪ 

午
後
二
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
西
日
本
理
事
長
会

　
　
十
一
月
五
日
㈪ 

、六
日
㈫ 香

川
県

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
十
一
月
十
二
日
㈪ 

　
　
善
通
寺
市
民
体
育
館

◦
平
木
す
す
む
県
政
報
告
会

　
　
十
一
月
十
四
日（
水
）午
後
五
時
三
十
分

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

◦
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
十
一
月
十
九
日
㈪ 

午
前
八
時
三
十
分

屋
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◦
髪
授
神
祠
大
祭

　
　
十
二
月
三
日
㈪ 
午
前
十
時

石
清
尾
八
幡
宮

◦
平
井
卓
也
氏
国
務
大
臣
就
任
祝

賀
会

　
　
十
二
月
十
五
日
㈯ 

午
前
十
一
時

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松　
飛
天
の
間

◦
組
合
事
務
所
仕
事
納
め

　
　
十
二
月
二
十
七
日
㈭ 

◇
予
定
行
事

三

役

会

◦
第
七
回
三
役
会

　
　
一
月
二
十
一
日
㈪ 

午
後
四
時

組
合
事
務
所

三
役
部
長
会

◦
第
四
回
三
役
部
長
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
前
九
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

理

事

会

◦
第
四
回
理
事
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

委

員

会

◦
広
報
委
員
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
後
三
時

　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
特
別
会
議
室

講

習

会

◦
県
組
合
講
習
会

　
　
一
月
二
十
一
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

競
技
大
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会・片
原
町

　
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
元
気
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
五
月
六
日
㈪ 

午
前
十
時

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
講
習
会

　
　
二
月
二
十
五
日
㈪ 

午
後
一
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
特
別
会
議
室

経
過
及
び
行
事
予
定
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そ

の

他

◦
組
合
事
務
所
仕
事
初
め　

　
　
一
月
七
日
㈪ 

◦
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ

－

大
野
敬
太
郎
君

を
励
ま
す
会

　
　
一
月
十
五
日
㈫ 
午
後
六
時

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀　
鳳
凰
の
間

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
新
年
賀

詞
交
換
会

　
　
一
月
二
十
日
㈰ 

正
午

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
県
組
合
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
一
月
二
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

太
洋
ボ
ウ
ル

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　
二
月
一
日
㈮香

川
県
美
容
会
館

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　
三
月
三
日
㈰ 

◇
国
庫
補
助
事
業
講
習

◦
中
讃
協
議
会
国
庫
補
助
事
業
発

表
会

　
　
十
月
一
日
㈪ 

午
前
十
時
三
十
分

飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
坂
出
、綾
北
、飯
山
合
同
講
習

　
　
十
一
月
二
十
二
日
㈭ 

午
後
八
時

理
容
サ
ト
ウ

◦
平
井
、仏
生
山
、香
北
支
部
合
同

講
習

　
　
十
一
月
二
十
八
日
㈬ 

午
後
八
時
三
十
分

カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ 

モ
ル
ト
ン

◦
綾
南
、琴
平
善
通
寺
合
同
講
習

　
　
十
一
月
二
十
九
日
㈭ 

午
後
八
時

理
容
宮
武

◦
さ
ぬ
き
、東
か
が
わ
合
同
講
習

　
　
十
二
月
五
日
㈬ 

午
後
八
時

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ナ
カ
マ
エ

◦
丸
亀
、多
度
津
支
部
合
同
講
習

　
　
一
月
十
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

Ｈａ
ｉｒ　
Ｓｐ
ａ
ｃ
ｅ　
Ｆ
ｉ
ｔ

◦
土
庄
、内
海
合
同
講
習

　
　
一
月
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時

理
容
ス
サ
ミ

◦
高
松
支
部
講
習

　
　
一
月
十
六
日
㈬ 

午
後
八
時
三
十
分

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

◦
高
松
支
部
講
習

　
　
一
月
二
十
四
日
㈭ 
午
後
八
時
三
十
分

Ｙａ
ｎ
Ｇ　
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

◦
西
讃
協
議
会
講
習

　
　
二
月
四
日
㈪ 

午
前
九
時

詫
間
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

◦
理
容
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
講
習

　
　
二
月
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト

七
十
回
目
の
節
目
を
迎
え
た
全

国
理
容
競
技
大
会
が
平
成
三
十

年
十
月
八
日
㈪
に
熊
本
県
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
か
ら
第
二
部
門
に
マ
ネ
キ
ン
部

門
、ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
が
新
設
さ

れ
、補
欠
出
場
を
含
め
総
勢
八
名

が
出
場
、併
せ
て
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
大
会
も
行
わ
れ
、山
地
里
美

選
手
が
出
場
し
た
。

地
震
の
爪
痕
も
い
ま
だ
に
見
う

け
ら
れ
る
中
、「
震
災
か
ら
復
興
へ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
。ま
た
、熊
本
藩

主
加
藤
清
正
公
に
ち
な
み
、「
髭
文

化
の
発
信
」と
し
て
付
け
髭
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
設
け
ら
れ
、当
日
は

祝
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、数
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

競
技
は
さ
す
が
全
国
大
会
で
、ど

れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で

あ
り
、香
川
県
選
手
も
健
闘
を
見

せ
、あ
わ
よ
く
ば
上
位
入
賞
も
う

か
が
わ
せ
た
が
、あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
で
涙
を
飲
ん
だ
。し
か
し
、今
回

若
い
選
手
も
多
く
、良
い
刺
激
を
受

け
、大
会
後
の
反
省
会
で
馬
刺
し
に

舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
、選
手
全

員
で
次
回
の
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

震
災
を
乗
り
越
え

熊
本
県
で
全
国
理
容
競
技
大
会

祝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副理事長
御囲善章氏
（琴平支部）

全国生衛中央会
理事長表彰

全理連理事長表彰

厚生労働省医薬・
生活衛生局長表彰

中讃協議会長
大林隆文氏
（飯山支部）

共済部長
安冨豊昭氏

（東かがわ支部）
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◎
中
讃
協
議
会

平
成
三
十
年
九
月
十
日
午
前
九

時
よ
り
、丸
亀
城
で
中
讃
協
議
会

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
で

当
日
ま
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
小
雨
決
行
と
な

り
、雨
ガ
ッ
パ
あ
り
、ポ
ン
チ
ョ
あ

り
、長
靴
あ
り
の
組
合
員
の
み
な
さ

ん
の
ヤ
ル
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
も
六
十
名
を
越
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、

有
難
い
限
り
で
し
た
。

一
時
間
程
で
ゴ
ミ
袋
が
一
杯
に

な
り
ま
し
た
が
、そ
こ
は
天
下
の
名

城
！
一
般
ゴ
ミ
は
殆
ん
ど
な
く
、台

風
の
影
響
で
折
れ
た
枝
や
枯
れ
葉

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

た
ま
に
は
こ
の
様
な
良
い
事
を

し
な
い
と
バ
チ
が
当
た
る
な
！
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
ク
リ
ー

ン
作
戦
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
、石
垣
の
修
復
が
一
日
で

も
早
く
終
わ
り
、元
通
り
の
素
晴

ら
し
い
外
観
に
な
る
事
を
祈
っ
て

い
ま
す
。 （
県
広
報　
坂
井
志
郎
）

◎
西
讃
協
議
会

平
成
三
十
年
九
月
十
日
㈪
毎
年

恒
例
九
月
の
第
二
月
曜
日
は
、理

容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
と
い
う
こ

と
で
、西
讃
協
議
会
も
観
音
寺
有

明
浜
の
清
掃
活
動
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
。

集
合
時
間
は
八
時
三
十
分
。
晴

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、前
日
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ

る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。朝
も
ま
だ
降
り
続
く
雨
。

そ
れ
で
も
三
十
名
ほ
ど
の
組
合
員

が
集
ま
り
、雨
が
止
む
ま
で
待
機

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、一
向
に
止
ま
ず
清
掃

活
動
は
中
止
し
ま
し
た
。
武
田
協

議
会
長
を
中
心
に
募
金
と
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

予
定
通
り
清
掃
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、雨
の

中
多
く
の
組
合
員
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
東
讃
協
議
会

毎
年
九
月
第
二
月
曜
は「
理
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」今
年
は
九
月

十
日
。

東
讃
協
議
会
は
例
年
通
り「
津

田
の
松
原
清
掃
作
業
」で
す
。
今

年
は
台
風
に
よ
る
影
響
か
、前
日

も
雨
、当
日
も
雨
の
予
報
。
開
催

か
、中
止
か
決
断
を
迫
ら
れ
悩
む

多
田
新
東
讃
協
議
会
長
で
し
た

が
、「
や
ろ
う
！
」と
の
男
前
な
一
声

で
決
行
決
定
。

予
報
通
り
当
日
の
朝
は
雨
。「
さ

て
、こ
ん
な
雨
の
中
作
業
出
来
る

の
か
？
」と
不
安
な
気
持
ち
を
抱

え
な
が
ら
も
協
議
会
の
皆
様
約

五
十
名
が
合
羽
持
参
で
参
加
し
ま

し
た
。

開
始
時
間
の
九
時
。「
こ
ん
な
天

気
の
中
集
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」と
の
会
長
の

挨
拶
が
終
わ
っ
た
頃
、皆
様
の
日

頃
の
行
い
が
大
変
良
い
よ
う
で
、な

ん
と
ピ
タ
ッ
と
雨
が
や
ん
だ
‼

と
い
う
こ
と
で
、合
羽
も
使
う
こ

と
な
く
無
事
予
定
通
り
し
っ
か
り

お
掃
除
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
県
広
報　
森　
昭
人
）

◎
高
松
協
議
会

高
松
協
議
会
は
平
成
三
十
年
九

月
十
日
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

に
、石
清
尾
八
幡
宮
・
髪
授
神
祠
・

蜂
穴
神
社
周
辺
お
よ
び
参
道
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
九
時
よ
り
山
本
高
松
協
議

会
長
挨
拶
の
後
、清
掃
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
は
生
憎
の
天

気
で
短
時
間
の
清
掃
活
動
で
し
た

が
、落
葉
な
ど
で
袋
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

募
金
活
動
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の

収
集
も
あ
り
、多
く
の
協
力
が
あ

り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
雨
の
中
お

疲
れ
様
で
し
た
。

（
高
松
支
部
青
年
部
長　
宮
本
修
志
）
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皆様募金ありがとうございます

雨の中ごくろうさまでした

雨の中ご苦労様でした

今年もたくさんのゴミを集めました

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
香
川



平
成
三
十
年
十
月
二
十
九
日

㈪
、全
理
連
２
０
１
９
ニ
ュ
ー
ヘ

ア「
Ｔ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」
の
技
術
講
習

会
が
、サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議

室
で
、全
理
連
中
央
講
師
で
あ
り

ニ
ュ
ー
ヘ
ア
設
定
委
員
の
菅
家

絵
利
子
講
師
を
お
招
き
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年
に
続

き
、上
品
で
華
や
か
さ
を
演
出
す

る
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス

タ
イ
ル
で
す
。
女
性
ら
し
い
自
然

な
丸
み
を
生
み
出
す
カ
ッ
ト
、グ

レ
ー
ヘ
ア
に
対
す
る
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
、動
き
や
華
や

か
さ
を
出
す
パ
ー
マ
な
ど
、き
め

細
や
か
な
解
説
と
無
駄
の
な
い
技

術
で
講
習
会
を
進
め
モ
デ
ル
さ
ん

を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
香
川
で

の
講
習
ま
で
に
百
五
十
体
ほ
ど
の

ウ
ィ
ッ
グ
を
カ
ッ
ト
し
、ト
ー
ク
の

練
習
を
さ
れ
る
な
ど
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、立
ち
居
振
る
舞
い
、話
し
方

ま
で
学
ぶ
こ
と
の
多
い
、プ
ロ
意

識
を
感
じ
さ
せ
る
講
習
内
容
で
し

た
。
菅
家
講
師
の
天
使
の
声
と
手

際
の
良
さ
で
休
憩
を
取
ら
ず
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
半
で
し
た
。

が
ハ
ン
デ
を
う
ま
く
使
い
ト
ッ
プ

に
躍
り
出
て
、そ
の
後
も
西
原
、山

本
の
両
ベ
テ
ラ
ン
選
手
の
追
撃
を

か
わ
し
、初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。
優
勝
し
た
安
部
選
手
に
は
、

小
松
常
務
理
事
よ
り
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
並
び
に
副
賞
と
し
て
豪
華

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
成
績
は
以
下
の
通
り（
敬
称
略
）

優　
勝　
安
部
正
律（
東
か
が
わ
）

準
優
勝　
西
原
正
博（
綾　
北
）

三　
位　
山
本
恵
三（
高　
松
）

ベ
ス
グ
ロ　
杉
山
幹
男（
さ
ぬ
き
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館
で
第
二
十
七

回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
中
讃
協
議
会
の
方
々

を
中
心
に
女
性
部
を
始
め
、大
会

役
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ

モ
デ
ル
さ
ん
も
グ
ラ
マ
ラ
ス
リ
ッ

チ
な
気
分
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
習
を

機
会
に
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
女
性

客
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
だ
き
、

サ
ロ
ン
の
繁
栄
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
講
師　

池
原
良
輔
）

秋
の
県
組
合
恒
例
の
ゴ
ル
フ
大

会
が
平
成
三
十
年
十
一
月
十
九
日

㈪
に
屋
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

澄
み
渡
っ
た
秋
空
の
中
、県
下

理
容
師
ゴ
ル
フ
ァ
ー
三
十
名
以
上

が
集
結
し
、組
合
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
目
指
し
て
、競
技
ス
タ
ー
ト
。優

勝
候
補
が
次
々
と
脱
落
す
る
な
か
、

東
か
が
わ
支
部
の
安
部
正
律
選
手

き
大
会
の
準
備
が
完
了
。
大
林
隆

文
中
讃
協
議
会
会
長
よ
り
開
会
の

言
葉
で
始
ま
り
、佐
藤
功
理
事
長
、

来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。坂
井
志
郎
選
手
、藤

井
小
百
合
選
手
の
力
強
い
選
手
宣

誓
の
後
い
ざ
試
合
開
始
！
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
中
に
も
大
笑
い
！

叫
び
？
も
あ
り
、白
熱
し
た
試
合

が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

来
年
は
、今
年
以
上
に
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

役
員
の
皆
様
、選
手
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

試
合
結
果

　
優
勝　
上
級　
　
琴
平

　
優
勝　
中
級　
　
東
か
が
わ

（
県
女
性
部
長　
横
山
ゆ
か
）
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２
０
１
９
ニ
ュ
ー
ヘ
ア「
Ｔ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」

 
秋
空
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

〝
第
二
十
七
回
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
〟



◆
中
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
二
日
㈫
、新
琴
南
タ
カ
ガ
ワ
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
に
て
、中
讃
理
容
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。二
日

前
の
台
風
の
影
響
で
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
が

土
砂
崩
れ
の
為
、使
え
な
く
な
り
イ
ン

コ
ー
ス
を
二
回
ま
わ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。で
も
こ
の
日
の
天
候
は
、最
高
に
晴

れ
わ
た
り
、ゴ
ル
フ
日
和
に
な
り
ま
し

た
。Ｏ
Ｂ
あ
り
池
ポ
チ
ャ
あ
り
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
あ
り
楽
し
い
一
日
を
組
合
員

皆
さ
ん
で
、楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。成

績
は
以
下
の
通
り（
敬
称
略
）

優　
勝　
　
山
田　
　
龍

準
優
勝　
　
吉
見　
健
一

三　
位　
　
松
本　
和
久

（
善
通
寺
支
部
長　
則
長
保
男
）

◆
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習

平
成
三
十
年
十
月
一
日
㈪
午
前
十

時
よ
り
、飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
中
讃
協
議
会
衛
生
講
習
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。中
讃
保
健
所
の
方
が

お
見
え
に
な
り
、衛
生
消
毒
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
一

度
の
衛
生
講
習
で
初
心
に
戻
り
、衛
生

と
は
安
全
と
は
何
か
？
と
、お
客
様
と

自
分
自
身
を
守
る
為
に
最
重
要
な
事
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
結
核
は
、わ
が
国

最
大
の
感
染
症
と
し
て
決
し
て「
昔
の

病
気
」で
は
な
く
、新
た
に
発
病
す
る
人

協
議
会
だ
よ
り

の
五
割
が
七
十
歳
以
上
と
な
り
予
防
方

法
な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
全
国
理
容
競
技
大
会
２
０ 

１
８
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、香
川
県
代

表
で
出
場
の
山
地
里
美
選
手
に
本
番
さ

な
が
ら
の
素
晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
後
半
の
部
に
入
り
、国
庫
補

助
金
に
よ
る
、理
容
マ
イ
ス
タ
ー
究
極

の
シ
ャ
ン
プ
ー
セ
ッ
ト
の
講
習
が
、県

下
で
最
初
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。な

ん
と
言
っ
て
も
テ
キ
ス
ト
の
素
晴
ら
し

さ
！
基
本
的
な
知
識
か
ら
細
か
い
専
門

的
な
知
識
や
施
術
方
法
ま
で
、解
り
や

す
く
ま
と
め
ら
れ
て 

こ
れ
が
タ
ダ
と

は
、製
作
監
修
さ
れ
た
講
師
の
先
生
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
客
様

に
気
遣
い
の
あ
る
き
め
細
や
か
な
技
術

と
心
で
、仕
事
を
し
よ
う
と
思
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
講
習
で
し
た
。

（
県
広
報　
坂
井
志
郎
）

◆
四
支
部
合
同
衛
生
講
習
会

平
成
三
十
年
十
一
月
五
日
㈪
、四
支

部
合
同
衛
生
講
習
会
が「
サ
ン
メ
ッ
セ

香
川
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。第
一
部

で
は
私
た
ち
理
容
師
の
職
業
病
と
い
っ

て
も
い
い「
下
肢
静
脈
瘤
」に
つ
い
て
の

話
を
専
門
医
で
あ
る「
辻
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

辻
和
弘
院
長
か
ら
わ
か
り
や
す
く
講
義

し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
病
気
の
女
性
患
者
数
は
男
性
の

約
五
倍
だ
と
い
う
こ
と
で
、女
性
参
加
者

は
特
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

色
々
な
症
状
の
写
真
の
解
説
が
あ

り
、そ
し
て
進
歩
し
た
ら
切
ら
ず
に
治

せ
る
レ
ー
ザ
ー
治
療
法・
日
帰
り
治
療

法
な
ど
を
動
画
で
見
せ
て
い
た
だ
き

「
下
肢
静
脈
瘤
は
治
る
病
気
で
あ
り
、治

す
べ
き
病
気
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
が

と
っ
て
も
よ
く
理
解
出
来
た
。

第
二
部
は
お
馴
染
み
の
粂
川
講
師
に

よ
り
結
核
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
説
明
が
あ
り
、保
健

所
に
届
け
出
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
な

ど「
理
容
師
と
し
て
気
を
付
け
る
こ
と
」

と
題
し
て
詳
し
く
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に「
日
本
た
ば
こ
産
業
」か
ら
皆

様
の
ご
意
見
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と
で
、

新
し
い
た
ば
こ
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
売

り
出
し
中
の「
プ
ル
ー
ム
テ
ッ
ク
」の
サ

ン
プ
ル
が
配
ら
れ
終
了
し
た
。

参
加
者
は
約
九
十
名
で
サ
ン
メ
ッ
セ

香
川
中
会
議
室
も
ほ
ぼ
満
席
で
多
く
の

参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
約
二
時
間

の
講
習
も
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

講
習
終
了
後
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

し
て
帰
る
と
い
う
健
康
フ
ル
コ
ー
ス
の

半
日
だ
っ
た
。（

県
広
報　
山
崎
鎮
永
）

支
部
だ
よ
り

◆
坂
出
支
部
講
習
会

平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日
㈭
午

後
八
時
半
よ
り「
理
容
サ
ト
ウ
」に
お

い
て
、
松
原
敏
晃
先
生
を
お
招
き
し

「
シ
ョ
ー
ト
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
」の
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
と
は
、海
外
で
人

気
の
技
術
で
側
頭
部
や
首
付
近
を
ゼ
ロ

ミ
リ
に
刈
り
上
げ
た
部
分
を
つ
な
い
で

い
く
技
法
で
す
。

二
人
が
モ
デ
ル
と
な
り
、一
人
は
ミ

デ
ィ
ア
ム
な
フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
、も
う

一
人
は
シ
ン
サ
イ
刈
り
風
な
ハ
ー
ド
な

フ
ェ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
松
原
講

師
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
解
り
や
す
く
講

習
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

従
来
の
ハ
サ
ミ
で
は
な
く
、バ
リ
カ

ン
と
シ
ェ
ー
バ
ー
、剃
刀
を
使
い
ボ
カ

シ
て
い
く
の
で
、比
較
的
簡
単
に
応
用

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

時
短
と
正
確
さ
を
兼
ね
備
え
た
技
法

で
、サ
ロ
ン
の
営
業
に
す
ぐ
役
立
つ
講

習
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、時

期
的
に
お
祭
り
頭
に
応
用
で
き
、タ
イ

ミ
ン
グ
の
い
い
講
習
会
で
し
た
。

（
坂
出
支
部
広
報　
中
村
竜
也
）

◆
丸
亀
女
性
部
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

去
る
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
㈪

丸
亀
オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
に
て
毎
年
恒
例
、

支
部
女
性
部
だ
け
の
親
睦
会
を
行
い
ま

し
た
。年
一
回
と
あ
っ
て
、お
酒
の
力
も

あ
り
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん
晴
ら
し
に
と
大

い
に
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ど
ん

な
内
容
か
は
、こ
こ
で
は
お
伝
え
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す（
笑
）。

次
回
は
ど
ん
な
お
話
が
で
き
る
か
楽

し
み
で
す
。

（
丸
亀
女
性
部
長　
山
内
美
栄
子
）
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い
い
た
し
ま
す
。

平
成
最
後
の
お
正
月
と
な
り
ま

し
た
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
は
、地
震
や
風
水
害
に
多

く
見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
組
合
と
し
て
も
共
済
を
は
じ

め
、災
害
見
舞
金
や
支
援
物
資
の

配
給
な
ど
被
災
組
合
員
の
復
興
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
同

業
組
合
と
し
て
の
大
切
さ
を
感
じ

る
出
来
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
か
ら
新
年
号
と
な
り
、変

革
の
時
代
を
迎
え
そ
う
で
す
が
、

平
和
と
業
界
の
繁
栄
を
願
い
つ
つ
、

今
か
ら
初
詣
に
行
っ
て
き
ま
～
す
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も「
理
容
香
川
」を

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
四
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
二
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
北
地
秀
之
氏（
九
十
歳
）

　
平
成
三
十
年
十
月
十
九
日

　
県
組
合
名
誉
顧
問

　
元
県
組
合
理
事
長

　

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
職
業
は
身
体
が
資
本

で
す
。仕
事
が
出
来
な
く
な
る
と
明

日
か
ら
収
入
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
幸
い
組
合
共
済
保
険
の
お
か

げ
で
安
心
感
は
あ
り
ま
す
が
や
は

り
、健
康
で
毎
日
仕
事
に
従
事
す

る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
職
業
は
長
年
の
慣
れ

や
加
齢
に
よ
っ
て 
姿
勢
が
崩
れ
た

り
、筋
力
低
下
、関
節
の
負
担
な
ど 

あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
支
障
が
き
た
し

ま
す
。
簡
単
な
体
操
で
は
あ
り
ま

す
が
、参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
地
域
活
性
化
委
員
会　
坂
井
志
郎
）

短　

歌
文

芸

欄

 

お
く
や
み

目
が
覚
め
て
明
け
の
明
星
神
々
し
い

　
　
　
　

ま
だ
早
い
な
あ
と
布
団
を
被
る

干
し
柿
を
作
り
立
て
だ
と
頂
い
た

　
　
　
　
　
　

秋
の
味
覚
を
家
族
で
満
喫

半
月
と
火
星
寄
り
添
い
見
つ
め
合
う

　
　

素
敵
な
シ
ー
ン
も
一
夜
の
ス
ト
ー
リ
ー

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

コ

ラ

ム

【猫背矯正ストレッチ】

チ
ェ
ッ
ク
し
な
く
ち
ゃ
。

最
低
賃
金
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